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㈱柏崎インサツ

題　字
近　藤　禄　郎　氏

① 郵 便 〒945-0065 柏崎市学校町4-1
　　　新潟県立柏崎高等学校
　　　柏中・柏高同窓会 事務局

② ファックス 0257－35－7838
③ Ｅ・メール dotoh@kzh.biglobe.ne.jp
④ 電　話 090－5217－8346

連絡先

■会員の「住所変更・訂正」「物故」の連絡は、上記の
　①郵便　②ファックス　③Ｅ・メールでお願いいたします。
■正確を期すため、④電話での連絡はできるだけ避けてください。
■特に、「物故」の連絡は、必ず ① ② ③ でお願いいたします。

事務局より 2025（令和７）年度　総会のご案内
本　　 部 東京柏会 関西柏会 新潟柏会

日　時

８月２日（土）
14：30～記念文化講演会
16：40～総会・懇親会

７月12日（土）
14：00～16：00講演会など
講師：獨協大学学長
　　　前沢浩子様（高31）

10月25日（土）
14：00～17：00

６月28日（土）
15：00～18：00
講演会･講師：室賀美津雄様（高８）
演題｢育てたように子は育つ｣

会　場
柏崎市産業文化会館
柏崎市駅前２－２－45

東京新潟県人会館２階ホール
台東区上野１－13－６

ひふみ旅館
京都市下京区不明門（アケ
ズ）通七条下ル

万代シルバーホテル
新潟市中央区万代１－３－30

会　費 会員券：〈未定〉（事前に販売）
学生：1,000円／新会員：無料

36歳以上5,000円
35歳以下2,000円
25歳以下 無料

一般：3,000円
学生：無料

一般：7,000円
学生：1,000円
※ 講演会だけの参加は無料

事務局
連絡先

村田孝夫（高16）
TEL 090－5217－8346

流矢大士（高32）
TEL 03－5474－0725

山﨑　学（高37）
TEL 075－724－3386

斎川英子（高21）
TEL 090－4055－1041

高77回卒業期幹事
◎  中 澤 　 優 太
○  品 田 　 花 乃

泉 　 　 文 太
岩 村 　 美 空
金 子 　 颯 太
金 子 　 珀 翔
三 五 　 瑛 太
武 本 　 悠 太
山 田 　 真 乃
山 中 　 陽 和

（㊟ ◎代表、○副代表）

同
窓
会
長　

土  

田  

新  

吾
（
高
16
回
）

新
し
い
年
を
迎
え
て

　

今
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
三
十
年
。
災
害
大
国
日

本
を
再
認
識
し
た
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
。
以
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
化
し
、

組
織
的
な
取
り
組
み
も
進
ん

だ
。
当
時
、
十
四
回
卒
の
西

川
正
純
氏
が
柏
崎
市
長
だ
っ

た
。
震
災
発
生
後
、
間
髪
を

入
れ
ず
現
地
を
訪
れ
、
当
市

と
し
て
で
き
る
こ
と
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
把
握

し
、
行
動
を
起
こ
さ
れ
た
。

裏
に
焼
き
つ
け
た
出
来
事
で

あ
っ
た
。

　

さ
て
県
内
の
高
校
入
学
者

数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
は

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
過
去
最

大
の
入
学
者
数
の
年
と
比
較

し
、
三
分
の
一
ほ
ど
に
減
少

す
る
年
が
間
も
な
く
く
る
。

学
校
の
統
廃
合
が
急
速
に
進

み
つ
つ
あ
る
所
以
だ
。
具
体

的
に
発
表
さ
れ
た
地
域
も
あ

る
。
我
柏
崎
に
と
っ
て
も
い

ず
れ
避
け
ら
れ
な
い
事
態
で

ま
だ
柏
崎
に
と
っ
て
は
他ひ

と人

ご
と
の
感
も
あ
る
頃
で
、
そ

の
対
応
に
批
判
的
な
声
も
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
の
九
年
後
、
十
二
年

後
と
柏
崎
は
相
次
い
で
大
き

な
災
害
に
遭
遇
す
る
こ
と
と

な
る
。
中
越
地
震
、
中
越
沖

地
震
で
あ
る
。
全
国
各
地
か

ら
素
早
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ

た
。
感
謝
の
念
に
堪
え
な

か
っ
た
。
助
け
合
う
心
、
人

と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を
脳

あ
る
。
同
窓
生
と
し
て
、
母

校
の
良
き
伝
統
を
維
持
し
つ

つ
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で

き
る
力
の
あ
る
学
校
へ
と
飛

躍
成
長
す
る
こ
と
を
望
む
。

す
べ
て
他
人
事
で
は
な
い
。

我
々
同
窓
生
が
地
域
の
人
々

と
共
に
大
い
な
る
関
心
を

も
っ
て
、
我
母
校
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
さ
れ
ん
こ
と
を

祈
り
た
い
。

　

高
77
回
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

人
は
、
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
あ
な
た
は
、
自
分
に
も

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
信

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
せ

れ
ば
、
ま
ち
が
い
な
く
あ
な

た
自
身
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
無
限
の
可
能
性
を
引
き

出
す
た
め
の
第
一
歩
は
、
目

標
・
願
望
を
持
つ
こ
と
で
す
。

坊
主
で
な
か
な
か
自
分
を
変

え
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
主
人

公
が
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
課
題
を

一
つ
ず
つ
実
践
し
て
い
き
ま

す
。

　

最
初
の
課
題
が
「
靴
を
磨

く
」
こ
と
。
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
イ
チ
ロ
ー
が
グ
ラ
ブ
を

毎
日
磨
い
て
い
た
よ
う
に
、

商
売
道
具
を
大
切
に
し
よ
う

と
い
う
教
え
で
す
。「
靴
磨

き
が
自
分
の
人
生
の
成
功
に

つ
な
が
る
と
は
思
え
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
発
し
た
主
人

し
か
も
、
そ
の
目
標
・
願
望

は
曖
昧
な
も
の
で
は
な
く
、

明
確
で
強
く
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

17
年
前
の
小
説
『
夢
を
か

な
え
る
ゾ
ウ
』
の
主
人
公
は

ご
く
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
す
。
彼
は
「
神
様
」
を
名

乗
る
謎
の
生
き
物
・
ガ
ネ
ー

シ
ャ
の
手
解
き
に
よ
っ
て

自
ら
の
人
生
を
変
え
て
い

き
ま
す
。「
自
分
を
変
え
た

い
」
と
長
年
ず
っ
と
思
い
な

が
ら
、
何
を
や
っ
て
も
三
日

公
に
対
し
て
ガ
ネ
ー
シ
ャ
が

返
し
た
言
葉
。「
成
功
し
な

い
た
め
の
一
番
重
要
な
要
素

は
な
、『
人
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
』
や
。
そ
ん
な
も

ん
、
当
た
り
前
や
ろ
。
成
功

す
る
よ
う
な
自
分
に
変
わ
り

た
い
と
思
っ
と
っ
て
、
で
も

今
ま
で
ず
っ
と
変
わ
れ
へ
ん

か
っ
た
っ
ち
ゅ
う
こ
と
は
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、『
自
分
の

考
え
方
に
し
が
み
つ
い
と

る
』
ち
ゅ
う
こ
と
や
ん
か
。」

武  

本  

克  

彦
（
高
29
回
）

無
限
の
可
能
性
を
信
じ
て

同
窓
会
常
任
幹
事

幸
せ
な
三
年
間

　

柏
崎
高
校
で
の
三
年
間
、

本
当
に
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

た
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

三
年
生
ま
で
の
活
動
や
行
事

な
ど
、
多
く
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
の
時
々
に
関

わ
る
同
級
生
は
個
性
豊
か
で

学
校
生
活
が
さ
ら
に
楽
し
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

体
育
祭
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
時
、
無
茶
な
こ
と
を

言
い
、
多
く
の
同
級
生
に
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
際
、

肯
定
も
否
定
も
率
直
に
意
見

を
伝
え
て
く
れ
る
同
級
生
が

沢
山
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
私
に
や
り
が
い
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
体
育

祭
の
よ
う
な
大
き
な
行
事
の

期
間
は
本
当
に
沢
山
の
方
の

協
力
や
優
し
さ
を
実
感
す
る

日
々
で
し
た
。

　

成
功
も
失
敗
も
後
悔
も
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
の
出
来
事

が
あ
り
、
何
度
も
壁
に
ぶ
ち

当
た
っ
た
三
年
間
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
も
支
え
と

な
っ
た
の
は
同
級
生
の
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
先
生
方
や
地
域

の
方
々
、
同
窓
生
の
方
々
の

お
力
添
え
が
な
け
れ
ば
こ
の

有
意
義
で
幸
せ
な
三
年
間
が

過
ご
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
私
た
ち
も
同
窓
生
と
し
て
、

伝
統
あ
る
柏
崎
高
校
の
後
輩

達
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
級
生

の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
先
輩

後
輩
、
地
域
の
方
々
、
三
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高
77
回

卒
業
期
幹
事
代
表

中
澤
優
太

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高 77 回卒業生の皆さん
ご　卒　業

おめでとうございます

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
会
長

〒945
-0842
土

田

新

吾
（
高
16
）

柏
崎
市
米
山
台
五―

十―

十
二

電
話 （
〇
二
五
七
）二
四―

七
二
二
一

公
認
会
計
士〒945

-0064

坪

田

秀

雄
（
高
20
）

柏
崎
市
中
央
町
四
番
四
号

電
話
　
二
二―

六
一
一
五

㈳
外
国
人
材
支
援
機
構
理
事
長

日
本
化
薬
取
締
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

主
　
宰

今

井

　暁

　歩
（
高
23
）

柏
崎
市
穂
波
町
六
番
十
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
二
五
七―

二
三―

九
一
五
〇

暁
歩
書
道
会（

本
名
　
貴
志
男
）

稲

田

医

院

稲

田

勢

介
（
高
26
）

柏
崎
市
春
日
一―

六―

二
十
三―

十

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
三
二
）
〇
七
七
七

株
式
会
社
サ
イ
カ
ワ

西
川
正
男

代
表
取
締
役
社
長

（
高
27
）

柏
崎
市
大
字
安
田
田
尻
工
業
団
地
７
５
８
６

高

木

医

院

高

木

秋

夫
（
高
27
）

勝

井

丈

美
（
高
23
）

柏
崎
市
西
本
町
二
丁
目
八―

十
七

柏
崎
司
法
書
士
会
々
員

（
高
14
）

伊
　
　
藤
　
　
誉
士
勝

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

22―

二
〇
六
三

（
高
17
）

田

辺

信

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

23―

七
九
四
九

（
高
25
）

宮
　
　
田
　
　
知
津
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

24―

五
五
二
二

（
高
45
）

井

比

俊

雅

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

32―

〇
五
五
四

（
高
30
）

江

口

　

　

淳

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

20―

〇
四
二
八

（
高
47
）

柿

崎

啓

子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

24―

四
五
〇
一

（
高
49
）

伊

藤

勝

史

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
二
五
七―

22―

二
〇
六
三



第 106 号　（2）柏中・柏高同窓会紙「怒涛」2025年3月10日

株
式
会
社  

ア
イ
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

（
高
24
）

松

谷

誠

也

柏
崎
市
東
港
町
四
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
七
）二
四―

二
五
四
五

〒945
-0068 植

木

　義
明

代
表
取
締
役
会
長

（
高
23
）

徳
間
佳
信（
高
23
） 

霜
田
文
子（
高
25
） 

柳
沢
美
幸（
高
34
）

genbun@
tulip.ocn.ne.jp

柴
野
毅
実
（
高
22
）

玄
文
社

文
芸
総
合
同
人
雑
誌

北

方

文

学

　

２
０
２
４
年
７
月
６
日
、

有
楽
町
新
国
際
ビ
ル
の
「
日

本
倶
楽
部
」
に
て
、
こ
の
会

場
最
後
の
東
京
柏
会
総
会
が

行
わ
れ
た
。
昭
和
の
時
代
に

一
斉
に
建
築
さ
れ
た
ビ
ル
は

ど
こ
も
老
朽
化
し
、
今
建
て

替
え
の
時
期
に
来
て
い
る
と

い
う
。
思
え
ば
、
随
分
恵
ま

れ
た
場
所
で
開
催
で
き
て
い

た
も
の
だ
と
、
感
謝
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
総
会
の

折
に
会
長
が
矢

代
隆
義
さ
ん
か

ら
堀
井
に
引
き

継
ぎ
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
時
に

は
趣
向
の
違
う
講
演
を
開
催

し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ

奏
者
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
を
お

呼
び
し
「
平
和
の
祈
り
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
題
し
て
開
催
し

た
。
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
心

の
叫
び
と
も
言
え
る
歌
声
は

感
動
的
で
、
聴
く
人
の
心
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
迫
っ
て
き
た
。

涙
を
浮
か
べ
聴
き
入
る
人
も

い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め
に
と

寄
付
を
す
る
方
々
も
多
か
っ

た
。

　

若
手
の
新
た
な
幹
事
も
増

え
、
一
年
に
一
度
、
在
京
の

同
窓
の
皆
様
が
楽
し
く
憩
え

る
場
を
創
造
し
て
い
く
の
が
、

我
々
の
務
め
と
思
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
度
の
総
会

は
、
新
装
な
っ
た
御
徒
町
の

新
潟
県
人
会
館
ホ
ー
ル
で
、

７
月
12
日
（
土
）
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
。

＊�

昨
年
か
ら
、
東
京
柏
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立
ち
上

げ
ま
し
た
の
で
、
御
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

２
０
２
３
年
度
の
総
会
参
加

者
に
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

参
加
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ

現
在
13
名
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

は
柏
崎
に
帰
省
し
た
際
の
米

山
の
写
真
な
ど
柏
崎
の
風
景

や
、
経
営
し
て
い
る
お
店
の

紹
介
、
自
己
紹
介
な
ど
様
々

な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
１
月

に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
都
道

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
の
新
潟

チ
ー
ム
の
中
学
生
区
間
に
柏

崎
の
選
手
が
出
場
す
る
情
報

が
あ
っ
た
際
に
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
応
援
を
募
り
有
志
で
烏

丸
丸
太
町
（
京
都
御
所
南
側
）

ま
で
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
甲
子
園
大
会

に
柏
崎
か
ら
新
潟
産
業
大
学

附
属
高
校
が
出
場
し
た
際
に

は
、
炎
天
下
（
猛
暑
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
複
数
の
会
員

が
応
援
に
行
き
ま
し
た
。 

　

さ
て
、
２
０
２
４
年
度
の

総
会
を
、
10
月
26
日
（
土
）、

土
田
同
窓
会
長
、北
岸
校
長
、

東
京
柏
会
堀
井
会
長
、
新
潟

柏
会
西
巻
副
会
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
２
０
２
４
年

度
は
記
念
講
演
を
行
わ
ず
、

会
員
相
互
の
交
流
や
意
見
交

換
に
時
間
を
と
る
こ
と
を
主

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
に
近
年
は
、
年
配
の
常

連
会
員
が
高
齢
化
の
た
め
欠

席
が
多
く
、
開
催
場
所
や
開

催
時
間
を
見
直
す
な
ど
役
員

会
で
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
中
堅
、
若
手
の
会

員
の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と

も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

す
。
２
０
２
５
年
度
の
総
会

は
、
10
月
25
日
（
土
）
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

変
化
の
時

会 

長
　堀
井
　正
人
（
高
28
回
）

東京柏会 支
部
だ
よ
り

矢代前会長、堀井新会長

関
西
柏
会
活
動
報
告

会 

長
　矢
代
　隆
義
（
高
20
回
）

副
会
長
兼
事
務
局

　山
﨑
　学
（
高
37
回
）

関西柏会

　

コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
を
分
断

し
た
半
面
で
「
何
事
も
前
例

踏
襲
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
物
事
の
あ
り
よ
う
に
再
考

も
促
し
ま
し
た
。
新
潟
柏
会

も
例
外
で
は
な
く
し
ば
ら
く

停
滞
期
と
試
行
錯
誤
が
あ
り

ま
し
た
。

　

三
月
に
は
そ
ん
な
逆
境
を

跳
ね
返
し
て
一
八
三
人
の
後

輩
た
ち
が
母
校
を
卒
業
し
、

式
直
後
に
同
窓
会
に
入
会
し

て
く
れ
ま
し
た
。
新
潟
柏
会

と
し
て
激
励
の
機
会
も
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
挨
拶
よ
り

印
象
深
い
マ
ジ
ッ
ク
で
、
と

伊
部
悦
雄
幹
事
（
高
11
回
）

が
一
肌
脱
い
で
く
れ
ま
し

た
。
県
警
時
代
か
ら
の
腕
前

を
披
露
。
伊
部
幹
事
が
登
壇

し
た
途
端
、
会
場
（
産
文
会

館
）
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

六
月
の
総
会
に
は
桜
井
雅

浩
・
柏
崎
市
長
に
来
港
を
仰

ぎ
講
演
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
桜
井
市
長
は
「
保
守
、

そ
し
て
進
取　

原
発
、
再
エ

ネ
の
共
生
、
脱
炭
素
の
ま
ち

へ
」
と
題
し
て
柏
崎
の
歴
史

と
現
状
、
未
来
を
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
原
発
再
稼

働
問
題
や
十
一
月
の
市
長
選

を
控
え
た
時
期
で
し
た
が
、

熱
弁
に
参
加
者
の
ひ
と
り
は

「
桜
井
市
長
の
柏
崎
へ
の
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

な
ん
だ
か
元
気
が
出
た
」
と

感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

　

総
会
に
は
土
田
新
吾
同
窓

会
長
、矢
代
隆
義・東
京
柏
会
、

中
山
眞
・
関
西
柏
会
各
会
長

に
加
え
母
校
の
北
岸
信
治
校

長
も
出
席
。
三
十
人
を
超
す

懇
親
会
は
熱
気
の
中
、
中
山

眞
会
長
リ
ー
ド
の
一
本
締
め

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

会 

長
　山
田
　
　修
（
高
17
回
）

新潟柏会

　

全
国
各
地
に
そ
の
土
地

〳
〵
の
郷
土
玩
具
が
あ
り
ま

す
。
海
辺
で
は
舟
、貝
細
工
、

山
間
部
で
は
、
こ
け
し
に
代

表
さ
れ
る
木
地
玩
具
、
麦
わ

ら
細
工
、
き
び
が
ら
細
工
。

都
市
部
で
は
和
紙
の
古
紙
を

つ
か
っ
た
張
り
子
、
桐
の
お

が
く
ず
を
使
っ
た
練
り
物
細

工
、
土
人
形
に
代
表
さ
れ
ま

す
。

　

新
潟
県
を
代
表
す
る
郷
土

玩
具
は
、
六
角
凧
と
三
角
達

磨
で
す
。
六
角
凧
は
白
根
、

三
条
、
三
角
達
磨
は
水
原
で

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
凧

は
基
本
的
に
は
長
方
形
、
達

磨
は
ま
る
い
も
の
で
す
。
柏

崎
で
も
か
つ
て
三
角
達
磨
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
達
磨
の
一
種
で
、
起
き
上

が
り
小
法
師
で
す
。別
名「
つ

の
ん
ぎ
ょ
う
」
と
い
っ
て
、

明
治
・
大
正
の
子
供
の
遊
び

相
手
で
し
た
。

　

こ
れ
は
上
州
豊
岡
（
高
崎

市
）
で
、
達
磨
作
り
を
学
ん

だ
市
川
新
田
（
現
・
諏
訪
町

二
丁
目
）
の
信
濃
屋
が
考
案

し
て
売
り
出
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
柏
崎
の
三
角
達

磨
は
大
き
な
眼
が
パ
ッ
チ
リ

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
柏
崎

で
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

土
人
形
が
あ
り
ま
す
。
鳩
笛

も
あ
り
ま
し
た
。
土
製
の
こ

れ
は
、
幼
児
の
夜
泣
き
に
効

果
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

又
柏
崎
は
暮
か
ら
小
正
月

に
か
け
て
天
神
を
ま
つ
る
風

習
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
人
形
は
京

都
の
伏
見
稲
荷
大
社
で
、
江

戸
中
期
か
ら
授
与
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
は
奈
良
時
代

以
来
の
土
器
の
産
地
で
、
こ

の
か
け
ら
を
畑
に
ま
く
と
豊

作
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
の
こ
ろ
柏
崎
市
大

久
保
に
染
付
陶
器
が
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
レ
ン

ガ
を
焼
き
、
瓦
を
つ
く
り
地

場
産
業
の
一
端
を
担
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
瓦
を
焼

く
窯
を
造
る
の
に
招
か
れ
た

の
が
、
能
登
瓦
の
産
地
羽
咋

の
北
惣
吉
で
す
。
彼
は
冬
期

に
天
神
を
は
じ
め
、
恵
比

須
、
大
黒
、
等
々
を
作
り
ま

し
た
。
そ
の
一
部
が
青
海
川

の
痴
娯
の
家
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
椎
谷
に
は
「
馬
の

子
鈴
」
も
あ
り
ま
し
た
。
馬

市
が
た
っ
た
土
地
柄
で
す
。

子
馬
の
首
に
つ
け
て
、
よ
い

馬
に
育
つ
よ
う
に
願
い
ま
し

た
。
馬
は
家
の
宝
で
し
た
。

　

前
述
の
天
神
信
仰
も
、
柏

崎
の
領
主
桑
名
松
平
氏
は
菅

原
道
真
の
子
孫
を
名
の
っ
て
、

こ
れ
を
ま
つ
る
こ
と
を
す
す

め
ま
し
た
。
天
神
は
天
の
神

様
で
、
雨
や
雷
を
つ
か
さ
ど

る
農
業
の
神
様
で
す
が
、
今

で
は
正
月
の
子
供
の
習
字
の

神
様
に
な
り
ま
し
た
。
米
山

の
雪
消
え
が
農
作
業
の
手
順

を
お
し
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
岩
室
出
身
の
伊

藤
八
五
郎
、
加
茂
出
身
の
永

井
新
次
郎
等
が
赤
坂
山
の
土

で
土
人
形
を
つ
く
り
ま
し

た
。
天
神
が
多
く
つ
く
ら
れ

ま
し
た
が
、
北
惣
吉
と
永
井

新
次
郎
の
そ
れ
を
く
ら
べ
て

み
る
と
、
前
者
の
顔
は
お
だ

や
か
で
す
。
後
者
は
す
る
ど

い
顔
付
き
で
、
一
目
で
区
別

が
つ
き
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
を
前
後

し
て
、
す
べ
て
姿
を
け
し
ま

し
た
。
信
仰
に
う
ら
う
ち
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
玩
具
の
使
命

が
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

玩
具
に
は
そ
れ
ぞ
れ
つ
く

ら
れ
た
い
わ
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
の
お
も
ち
ゃ
と
ち

が
っ
て
、
唯
遊
び
の
た
め
と

い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
遊
び
の
た
め
に
作

ら
れ
た
の
は
、
凧
、
コ
マ
、

ヨ
ー
ヨ
ー
、
カ
ル
タ
等
々
で

す
が
、
こ
れ
ら
を
つ
か
っ
て

遊
び
を
す
る
子
供
達
を
み
る

こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。

柏
崎
郷
土
物
語

岩
下 

正
雄

（26）

（
高
16
）

閑
話
休
題
　
柏
崎
の
郷
土
玩
具
に
つ
い
て

三
角
達
磨
と
土
人
形
と
木
地
玩
具
等
々
。
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私
の
趣
味
は
星
空
を
眺
め

る
こ
と
で
す
。
仲
間
の
中
に

は
同
窓
の
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
方
々
と

語
り
合
っ
た
内
容
を
紹
介
し

ま
す
⋮

　

令
和
６
年
の
10
月
、
久
し

ぶ
り
に
明
る
い
彗
星
が
地
球

に
接
近
し
、
そ
し
て
去
っ
て

い
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。
今
か
ら
遡

る
こ
と
30
年
前
、
か
つ
て
、

２
年
続
け
て
大
彗
星
が
地
球

に
接
近
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

あ
の
日
、
八
石
山
の
稜
線

か
ら
銀
粉
を
ま
き
散
ら
し
た

か
の
よ
う
な
尾
が
昇
り
は
じ

め
、
や
が
て
彗
星
本
体
が
姿

を
現
し
た
の
で
す
。
次
第
に

現
れ
て
き
た
大
彗
星
。
見
事

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
は

ず
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
、

落
ち
着
か
な
い
寂
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
気
持
ち

に
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
、
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
こ
の

光
景
が
や
が
て
去
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
か
ら
だ
と
気
が
付

き
ま
し
た
。
美
し
い
事
象
や

時
間
は
、
や
が
て
去
っ
て
い

く
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

例
え
ば
春
の
桜
、
夏
の
花

火
、
秋
の
夕
焼
け
、
冬
の
新

雪
な
ど
が
そ
う
で
す
ね
。
初

雪
の
こ
ろ
の
、
綾
子
綾
の
里

で
の
光
景
は
と
り
わ
け
印
象

的
で
す
。
そ
の
年
も
柏
崎
市

鵜
川
に
も
十
二
月
初
旬
、
初

雪
が
降
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

夜
更
け
に
は
そ
の
雪
も
あ
が

り
、
満
天
の
冬
星
た
ち
が
き

ら
め
き
ま
し
た
。
雪
面
に
は

う
っ
す
ら
と
霧
が
立
ち
こ

め
、
現
実
と
は
思
え
な
い
幻

想
的
な
景
色
が
現
わ
れ
ま
し

た
。
５
０
０
年
前
の
人
た
ち

も
、
同
じ
季
節
、
同
じ
星
た

ち
を
見
て
い
た
は
ず
で
す
。

綾
子
舞
の
伝
承
は
、
単
に
そ

の
「
舞
」
だ
け
で
な
く
、か
っ

て
の
人
々
が
見
て
き
た
星
空

を
も
、
数
百
年
の
時
空
を
越

え
て
伝
承
し
て
い
る
、
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
も
夜
明
け
の
薄
明
の
始

ま
り
と
と
も
に
霧
の
中
に
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

清
少
納
言
が
枕
草
子
の
中

で
記
し
て
い
る
「
春
は
あ
け

ぼ
の
」「
夏
は
夜
」「
秋
は

夕
暮
れ
」「
冬
は
つ
と
め
て
」

の
く
だ
り
は
、
美
し
い
も
の

の
代
名
詞
と
し
て
有
名
で
す

が
、
こ
れ
ら
も
、
瞬
く
間
に

失
わ
れ
て
し
ま
う
限
り
あ
る

事
象
で
す
。
琵
琶
法
師
に

よ
っ
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
き

た
平
家
物
語
の
冒
頭
の
「
祇

園
精
舎
の
鐘
の
声
」
も
、「
沙

羅
双
樹
の
花
の
色
」
も
、「
風

の
前
の
塵
」
の
よ
う
に
限
ら

れ
た
時
間
が
過
ぎ
れ
ば
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
こ
そ
、

美
し
く
心
に
残
る
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
私
た
ち

の
一
生
も
同
じ
で
す
。
肉
親

と
の
別
れ
、
急
逝
し
た
友
、

も
う
逢
え
な
い
人
た
ち
。
だ

か
ら
一
日
一
日
を
精
一
杯
生

き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
命

は
燃
や
す
た
め
に
あ
る
ん
だ

よ
！
、
と
あ
る
同
窓
生
が

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
き
れ
い
で
印
象
的

な
尾
を
た
な
び
か
せ
た
彗
星

も
、
数
日
で
去
っ
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
軌

道
上
に
は
、
本
体
が
残
し
た

小
さ
な
チ
リ
が
帯
状
に
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ

の
日
か
、
そ
の
帯
に
地
球
が

ぶ
つ
か
り
、
き
れ
い
な
流
れ

星
と
な
っ
て
私
た
ち
の
目
に

留
ま
り
ま
す
。
事
象
は
去
っ

て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

必
ず
何
か
を
残
し
ま
す
。
そ

の
人
は
去
っ
て
い
っ
た
と
し

て
も
「
生
き
方
、
考
え
方
」

が
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
と

似
て
い
ま
す
ね
。

　

芭
蕉
も
越
後
の
地
で
見
上

げ
た
天
の
川
、
波
乱
の
時
代

に
も
明
日
へ
の
希
望
と
し
て

輝
き
続
け
た
星
た
ち
。
柏
崎

か
ら
の
き
れ
い
な
風
景
や
星

空
を
ず
っ
と
残
し
、
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
自
分
が
柏
高
を
離
れ
た

頃
か
ら
少
子
化
が
進
み
、
今

は
高
校
の
統
廃
合
や
諸
制
度

の
変
更
で
柏
高
も
苦
し
い
状

況
だ
が
、
先
生
方
は
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
。
自
分
の
在
任

中
に
は
プ
ー
ル
で
の
立
ち
泳

ぎ
指
導
中
「
校
歌
を
何
番
ま

で
歌
え
」
等
と
言
っ
た
り
も

し
た
が
、
水
に
流
し
て
頂

き
た
い
と
、
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
窓
会
本
部
役

員
と
常
任
幹
事
の
紹
介
が
あ

り
、
懇
親
会
は
新
潟
柏
会
西

巻
道
寛
副
会
長
（
高
16
回
）

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
歓
談
の

後
、
髙
野
茂
和
幹
事
（
高
52

回
）
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉

唱
と
、
東
京
柏
会
の
新
会
長

堀
井
正
人
氏
（
高
28
回
）
の

発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締

め
く
く
ら
れ
、
盛
会
裡
に
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
年
度
の
柏
中
・

柏
高
同
窓
会
総
会
が
、
八
月

三
日
（
土
）
柏
崎
市
産
業
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

恒
例
の
記
念
文
化
講
演
会

の
講
師
は
、
地
元
柏
崎
、
別

俣
農
村
工
房
代
表
、
久
米
町

内
会
長
池
嶋
武
盛
氏
（
高
31

回
）。

　

池
嶋
氏
は
、
大
学
卒
業
後

東
京
で
就
職
し
た
後
、
１
９

８
４
年
に
帰
郷
。
１
９
９
０

年
に
株
式
会
社
「
ジ
ェ
イ

マ
ッ
ク
ソ
フ
ト
」
に
入
社
。

（
現
在
も
勤
務
継
続
中
。）
２

０
０
０
年
別
俣
地
区
で
「
田

ん
ぼ
の
分
校
」
開
校
、
２
０

０
８
年
農
村
体
験
交
流
施
設

「
き
ら
ら
」
の
オ
ー
プ
ン
に

関
わ
り
、
運
営
組
織
「
別
俣

農
村
工
房
」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
、
２
０
１
９
年
よ

り
同
代
表
を
務
め
て
い
る
。

　

池
嶋
氏
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
別
俣
地
区
の
現
況
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
田
舎

で
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

進
展
で
、
耕
作
し
て
い
る
の

は
23
軒
と
２
法
人
だ
け
で
農

村
と
い
え
る
の
か
疑
問
だ
と

説
明
さ
れ
、
自
分
が
帰
郷
し

て
か
ら
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
で
行
っ
て
き
た

様
々
な
活
動
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
田
ん
ぼ
の
分
校
」
で
は

自
分
の
故
郷
を
誇
れ
る
も
の

と
し
て
欲
し
い
と
の
考
え

で
、
花
じ
ゅ
う
た
ん
、
田
植

え
・
稲
刈
り
の
体
験
、
収
穫

祭
な
ど
を
実
施
。
ま
た
統
廃

合
に
よ
る
別
俣
小
学
校
の
閉

校
、
旧
校
舎
使
用
の
運
営
資

金
確
保
活
動
を
経
て
、「
田

舎
の
学
校
き
ら
ら
」
を
開

校
。「
別
俣
農
村
工
房
」
の

め
ざ
す
活
動
は
、
農
業
体
験

や
自
然
体
験
を
通
じ
た
子
供

達
の
健
全
育
成
、
農
村
に
伝

わ
る
風
習
や
文
化
・
郷
土
料

理
・
伝
統
芸
能
の
継
承
、
体

験
や
交
流
を
通
じ
た
地
域
の

活
性
化
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
活
動
と
地
産
地
消
や
食

育
の
推
進
で
あ
り
、
季
節
毎

に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
「
別
俣
の
未
来
を

考
え
る
会
」
や
「
農
村
イ
ン

タ
ー
ン
」
等
で
女
性
や
若

い
方
の
参
加
も
進
め
て
き
た

が
、
２
０
１
９
年
組
織
的
活

動
と
し
て
「
別
俣
未
来
推
進

部
」
を
発
足
さ
せ
、
豊
か
で

幸
せ
で
愛
着
の
持
て
る
別
俣

地
域
を
目
指
し
、生
活
支
援
、

再
圃
場
整
備
の
申
請
、
ブ
ト

対
策
、
情
報
発
信
、
新
た
な

産
業
（
小
麦
）
発
掘
等
も
展

開
し
て
き
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は

「
み
ち
く
さ
の
学
校
き
ら
ら
」

を
、
将
来
は
道
の
駅
に
す
る

こ
と
、「
株
式
会
社
べ
つ
ま

た
未
来
」
を
設
立
さ
せ
る
こ

と
等
で
、
次
の
世
代
に
繋
げ

て
い
く
と
い
う
気
持
ち
で

や
っ
て
い
る
。
存
続
す
る
た

め
に
は
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー

ン
ズ（
転
が
り
続
け
る
こ
と
）

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
と

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
総
会
は
１
６

６
名
が
出
席
。
開
会
前
に
母

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
あ

り
、
吉
田
淳
一
当
番
幹
事
長

（
高
31
回
）
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
、
土
田
新
吾
同
窓
会

長
（
高
16
回
）
が
、
柏
崎
で

初
の
夏
の
甲
子
園
出
場
を
決

め
た
産
大
附
属
高
校
の
活
躍

に
ふ
れ
、
こ
れ
で
柏
崎
も
盛

り
上
が
る
と
思
う
が
、
柏
高

も
同
窓
会
も
こ
れ
に
負
け
ず

に
元
気
に
な
る
よ
う
に
期
待

す
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
岸
信
治
校
長

が
、
コ
ロ
ナ
後
五
年
ぶ
り
に

米
山
登
山
が
実
施
さ
れ
た

が
、
創
立
以
来
の
伝
統
は
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
第
四
期
「
文
理
融
合
基

礎
枠
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
、
国
の
他
、
昨
年

来
の
三
菱
未
来
育
成
財
団
、

本
同
窓
会
、
奨
学
会
等
か
ら

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、

充
実
し
た
研
究
活
動
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
を
代
表
し
て
関

西
柏
会
中
山
眞
会
長
（
高
20

回
）
が
、
熱
波
の
夏
が
続
い

て
い
る
が
今
回
の
柏
崎
の
産

大
附
属
の
甲
子
園
は
是
非
応

援
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
報
告
、

決
算
、
新
年
度
事
業
計
画
、

予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
事
務
局（
会

計
）
か
ら
、
会
費
納
入
の
減

少
が
続
い
て
お
り
、
新
年
度

は
異
例
の
赤
字
予
算
に
な
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
会

費
納
入
率
は
現
在
17
％
強
だ

が
、
こ
れ
を
何
と
か
20
％
に

近
づ
け
る
べ
く
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
願
い
た
い
と
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
二
名
の
招
待
恩
師

か
ら
お
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。

　

髙
橋
紀
雄
先
生
（
数
学
）

は
、
教
師
に
な
っ
て
十
一
年

目
に
柏
高
に
赴
任
し
、
旧
い

校
舎
に
入
っ
た
最
後
の
学
年

三
年
五
組
（
高
31
回
生
）
を

担
当
し
、
米
山
の
見
え
る
教

室
に
入
っ
た
こ
と
、
ま
た
当

時
の
生
徒
達
が
医
者
に
な
ら

れ
、
80
才
を
過
ぎ
た
今
、
か

か
り
つ
け
医
を
初
め
日
頃
色

ん
な
場
所
で
世
話
に
な
っ
て

い
る
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

風
巻
和
人
先
生
（
保
体
）

海
の
恵 

魚
の
ア
ラ
で
作
っ
た

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
資
材
評
価
協
議
会
登
録
肥
料

株
式
会
社
柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

代
表
取
締
役

仁

木

　
　
　賢
（
高
17
）

取
　
締
　
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

（
高
41
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ   （
〇
二
五
七
） 

二
八―

一
〇
七
七

削
り
を
極
め
た
金
属
部
品
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社 

テ
ッ
ク
長
沢

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
〇
二
五
七
） 

二
四―

一
一
二
五

代
表
取
締
役
社
長

品

田

優

治

㈱
ラ
イ
ブ
商
事

（
高
49
）

長

澤

智

信

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

長
岡
市
幸
町
一
丁
目
三
番
一
〇
号

高

野

法

律

事

務

所

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
五
八―

三
五―

四
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
五
八―

三
五―

四
四
七
八

辯
護
士

髙

野

　
毅
（
高
30
）

事
務
所

〒940-0084

別
俣
農
村
工
房
代
表

　池
嶋
武
盛
氏
（
高
31
回
）

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

別
俣
農
村
工
房
代
表

―

み
ん
な
生
き
延
び
る
た
め
に
必
死―

―

み
ん
な
生
き
延
び
る
た
め
に
必
死

み
ん
な
生
き
延
び
る
た
め
に
必
死

み
ん
な
生
き
延
び
る
た
め
に
必
死―

日
本
中
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
田
舎

記
念
文
化

講
演
会

令
和
六
年
度
同
窓
会
総
会
の
報
告

がんばれ！同窓生 24

限りがあるから、
美しい

山田 智さん
（高34回卒）

星空愛好家

風巻和人先生（保体） 髙橋紀雄先生（数学）

八石山の稜線から昇る大彗星綾子舞の里の大星夜
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柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科

故
郷
を
守
る

（
高
36
）

藤

村

健

夫

医
　
師

公
益
財
団
法
人

木
村
茶
道
美
術
館

理
事
長

山

田

明

彦
（
高
18
）

創
設
者

（故）
木

村

重

義
（
中
10
回

旧
職
員
）

館
　
長

石

黒

信

行
（
高
21
）

代
表
取
締
役

吉

田

勝

彦
（
高
29
）

（
高
43
）

柏
崎
市
西
本
町
一
丁
目
三
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
〇
二
五
七
）二
二―

四
一
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
二
五
七
）三
二―

〇
五
五
五

丸
髙
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙

橋

　
　
　武

新
潟
県
柏
崎
市
大
字
畔
屋
九
九
一
番
地
三

全
国
同
窓
会
名
簿
作
製

同
窓
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

株
式
会
社
サ
ラ
ト

本
　
　
社
〒
六
七
〇―

〇
九
四
八
　
兵
庫
県
姫
路
市
北
条
宮
の
町
一
七
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
九
）
二
八
四―

一
三
八
〇

〒
一
一
〇―

〇
〇
一
六
　
東
京
都
台
東
区
台
東
四―

一
八―

七

シ
モ
ジ
ン
ビ
ル
５
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
八
三
二―

六
三
八
一

東
京
支
社

（事務局） 〒107-0052 東京都港区赤坂4-9-19 赤坂ＴＯビル７Ｆ
 平山・流矢・白井法律事務所内 流矢大士（高32）
 tel.03-5474-0725/fax 03-5474-0726

〇 東京柏会　会長　堀井　正人（高28）

（事務局） 〒606-0001 京都市左京区岩倉大鷲町21-5
 山崎　学（高37）tel.075-724-3386

〇 関西柏会　会長　中山　　眞（高20）

（事務局） 〒951-8065 新潟市中央区東堀通13-3013
 斎川英子（高21）tel./fax 025-228-8826

〇 新潟柏会　会長　山田　　修（高17）

〒945−0044

赤
堀
税
理
士
事
務
所

（
高
53
）

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

赤

堀

洋

幸

柏

崎

市

扇

町

１

番

72

号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  ︵
０
２
５
７
︶２
４－

２
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  ︵
０
２
５
７
︶２
４－

２
１
６
１

【野球部】
○�第106回全国高等学校野球選
手権新潟大会
　２回戦　11－０　小千谷
　３回戦　１－６　村上桜ヶ丘
○��第151回北信越地区高等学校
野球新潟県大会
　１回戦　３－10　県央工
【バスケットボール部】
◆男子
○��県総体　ベスト16
　２回戦　97－55　新発田南
　３回戦　110－61　高田農
　４回戦　57－68　新潟工業
○��北陸バスケ選手権大会
　１回戦　76－78　小出
○��県選手権大会　ベスト12
　２次ラウンド
　１回戦　74－52　小出
　２回戦　68－46　日本文理
　３回戦　66－97　新潟工業
○��秋季上越佐渡地区大会
　第３位
　２回戦 153－25 糸魚川白嶺
　ブロック決勝
　　 97－59 直江津中等
　決勝リーグ 52－92 佐渡
　　　　 　  55－58 関根学園
　　　 　　  83－33 高田
○��県Ｕ17リーグ戦
　Ｎ２リーグ　３勝２敗（３位）
　　96－43　上越総合技術
　　47－76　関根学園
　　54－66　東京学館新潟
　　70－64　小千谷
　　93－48　長岡大手
◆女子
○��県選手権大会　１次ラウンド
　２回戦　42－83　新潟南
○��北陸バスケ選手権大会
　１回戦　67－55　新潟江南
　２回戦　41－118　新潟中央
○��秋季上越佐渡地区大会
　２回戦 52－55 佐渡中等・柏崎翔洋
○��県Ｕ17リーグ戦
　Ｎ３リーグ②グループ
　３勝１敗（２位）
　59－56　帝京長岡
　60－62　中越
　77－50　ＴＥＡＭ98
　113－22    高田商業
【バレーボール部】

◆男子
○�第77回全日本バレーボール高等
学校選手権大会新潟県予選会
１次ラウンド中越上越地区大会
　２回戦　０－２　小出
○�秋季中越上越地区大会
　２回戦　０－２　糸魚川
○１・２年生大会
　２回戦　０－２　�新発田農業・

村上桜ヶ丘
◆女子
○�第77回全日本バレーボール選
手権大会　県予選会１次ラウン
ド中越上越地区大会
　１回戦　１－２　高田
○�秋季中越上越地区大会
　１回戦 ２－０ 柏崎翔洋中等
　２回戦 ２－１ 加茂暁星
　３回戦 ０－２ 帝京長岡
　５・７位決定戦 ２－１ 小千谷
○１・２年生大会
　１回戦　２－０　新潟
　２回戦　２－０　新潟明訓
　３回戦　０－２　巻
【サッカー部】
○�全国高校サッカー選手権大会
新潟県大会
　２回戦　１－０　新潟東
　３回戦　０－10　北越
○�秋季上越地区大会　第３位
　２回戦　６－２　新井
　準決勝　０－７　上越
【ハンドボール部】
◆男子
○�北信越選手権大会
　１回戦　12－36　小松工業
� （石川県）
○�県秋季大会
　１回戦　17－34　巻
◆女子
　１回戦　９－29　中越
【陸上競技部】
○�県高校１年生大会
　男子棒高跳４位
　　髙橋明　３ｍ10
　男子800ｍ６位
　　池田直大　２分06秒74
　男子1500ｍ６位
　　末崎拓海　４分27秒23
　男子400ｍ８位
　　五十嵐一満　54秒22
○�秋季上越・中越地区陸上競技大会
　女子走高跳２位
　　元井咲菜　１ｍ50
　男子棒高跳４位
　　髙橋明　３ｍ70
　男子走幅跳４位
　　遠藤里生楓　６ｍ54
　男子400ｍＲ５位　43秒97
　　�松井奏／五十嵐一満／
　　吉村維章／石塚守貴　
　男子1600ｍＲ５位　３分35秒49
　　�佐藤日／五十嵐一満／
　　吉村維章／石塚守貴
　女子400ｍＨ６位
　　村山紗彩　１分13秒82
　男子棒高跳６位
　　徳永侑太　２ｍ60

　男子100ｍ７位
　　松井奏　11秒52
　男子110ｍＨ７位
　　保坂怜音　15秒93
　女子1600ｍＲ７位
　　�大島心那／星野日和／
　　元井咲菜／村山紗彩
○�県選抜大会
　男子棒高跳３位
　　髙橋明　３ｍ80
　男子走幅跳４位
　　遠藤里生楓　６ｍ54
　男子走高跳５位
　　阿部晴斗　１ｍ80
　女子走高跳５位
　　元井咲菜　１ｍ50
○�北信越高校新人大会
　男子棒高跳８位
　　髙橋明　３ｍ80
　男子走幅跳13位
　　遠藤里生楓　６ｍ49
○�新潟県高校駅伝　14位
　２時間31分４秒
　　�池田直大／原佑輔／末崎
拓海／小山恭士郎／栁涼
介／土田陽向／小林柊輔

【ソフトテニス部】
◆男子
○��秋季上越地区大会個人戦（ダ
ブルス）
　３位　川端康介・新野蒼空
　ベスト14　川田赳大・原大智
　個人戦（シングルス）
　３位　川田赳大
　ベスト７　川端康介
　ベスト16　新野蒼空
○�県新人選抜大会
　個人戦（ダブルス）ベスト16
　　川端康介・新野蒼空
　団体戦　ベスト８
○�県選抜インドア大会　個人戦
　ベスト16　川端康介・新野蒼空
◆女子
○�秋季上越地区大会　個人戦
（ダブルス）
　１位　森彩心・山﨑美空
　２位　長部友香・飯田愛菜
　ベスト８　石塚陽依・藍澤智花
　個人戦（シングルス）
　ベスト８　森彩心、山﨑美空
○�県新人選抜大会
　個人戦（ダブルス）ベスト32
　　��森彩心・山﨑美空
　　長部友香・飯田愛菜
　　滝澤衣吹・髙橋麻里也
　団体戦　ベスト８
○�県選抜インドア大会　個人戦
　ベスト16	森彩心・山﨑美空
　ベスト32	長部友香・飯田愛菜
	 滝澤衣吹・髙橋麻里也
【バドミントン部】
◆男子
○�秋季上越地区大会
　＜学校対抗戦＞１回戦敗退
　＜ダブルス＞
　　ベスト16　今井瑠希・徳長奨
　＜シングルス＞
　　ベスト16　今井瑠希

◆女子
　＜学校対抗戦＞　１位
　＜ダブルス＞
　　１位　坂井涼風・前田凜
　　３位　五十嵐祥子・池田結良
　　ベスト16　片桐芽依・小林子桜
　＜シングルス＞
　　１位　坂井涼風
　　２位　前田凜
　　ベスト16　池田結良
　＜１年生シングルス＞
　　ベスト８　郷愛歩
○�県選大会兼全国選手権大会
県予選会
　＜学校対抗戦＞
　　ベスト８　３－２　新潟明訓
　　　　　   ２－３　新発田
　＜個人ダブルス＞
　　ベスト16　坂井涼風・前田凜
　　１回戦敗退　�五十嵐祥子・

池田結良
　＜個人シングルス＞
　　ベスト16　坂井涼風、前田凜
【卓球部】
◆男子
○�１年生大会
　＜シングルス＞
　　ベスト16　飯塚大貴
　　３回戦進出	 丸田蒼斗
　　２回戦進出	 �伊比夏月、
	 栗林優陽
○�県ジュニア選手権大会
　＜シングルス＞
　　３回戦進出　飯塚大貴
　　２回戦進出
　　　�田中琥太郎、池田健人、

山﨑奏人、山崎壯馬
○�秋季上越地区大会
　＜学校対抗戦＞５位
　＜シングルス＞
　　ベスト20　飯塚大貴
　　ベスト28　�田中琥太郎
　　２回戦進出
　　　池田健人、丸田蒼斗
○�県選抜卓球大会
　＜学校対抗戦＞　ベスト16
　＜シングルス＞
　　２回戦進出　飯塚大貴
◆女子
○�１年生大会
　＜シングルス＞
　　２回戦進出　伊比美月
○�県ジュニア選手権大会
　＜シングルス＞
　　２回戦進出
　　　布施冴梨、猪俣都依
○�秋季上越地区大会
　＜シングルス＞
　　ベスト８　布施冴梨
　　ベスト12　猪俣都依
　　ベスト20　伊比美月
　　ベスト28　吉田優亜
○�県選抜卓球大会
　＜学校対抗戦＞　ベスト16
　＜シングルス＞
　　２回戦進出
　　　猪俣都依、伊比美月
　　初戦敗退

　　　布施冴梨、吉田優亜
【水泳競技部】
○�春季地区大会
　男子４×100ｍ　フリーリレー６位
　　�小林奏介・小林優太・
　　宇佐美毅・村田蒼依
○�県大会
　男子４×100ｍ　フリーリレー
　決勝進出
　　�小林優太・宇佐美毅・
　　村田蒼依・小林奏介
　男子４×100ｍ　メドレーリレー
　　決勝進出
　　　�小林優太・宇佐美毅・
　　　小林奏介・村田蒼依
○�北信越大会
　２位　小笠原優樹  栗林英大
【山岳部】
　11月　浅草岳登山
【テニス部】
○�上越地区新進大会
　＜男子ダブルス＞
　　３位　池田勇斗・中村伊吹
　　ベスト８　和田康宏・鈴木康友
　＜男子個人戦＞
　　浅利喬介　出場
○�全国選抜大会一次予選
　　男子団体戦
　　　２ｖｓ小千谷　３
　　　３ｖｓ長岡大手　１
　　　１ｖｓ三条　３
○�秋季上越地区大会
　＜男子シングルス＞
　　ベスト８　池田勇斗
　　ベスト16　中村伊吹
　　ベスト32
　　�　永井奏、清水蒼生、
　　　鈴木康友、和田康宏、
　　　内山瑛太、若月優志
　＜男子ダブルス＞　
　　３位　池田勇斗・中村伊吹
　　ベスト８
　　　�鈴木康友・和田康宏
� （県代表決定戦ベスト６）
　　ベスト16　内山瑛太・浅香瑛太
○�県テニス選手権大会
　＜男子ダブルス＞
　　ベスト16　池田勇斗・中村伊吹
　　出場　和田康宏・鈴木康友
【弓道部】
◆男子
○��秋季上・中越地区大会
　＜団体戦＞
　　第３位　柏崎Ａ　２中
　　（罇直輝、小山颯清、松井涼輔）
　　柏崎Ｂ　７中
　　（臼井大陽、太田一陽、池田恵都）
　　柏崎Ｃ　13中
　　（田中誉人、藏部佑和、須藤悠仁）
　＜個人戦＞
　　第３位　藏部佑和　６中
　　第５位　須藤悠仁　５中
○�全国選抜県予選会
　＜団体戦＞
　　ベスト16　12中
　　（�池田恵都、藏部佑和、須藤

悠仁、臼井大陽）
　＜個人戦＞

　　３回戦進出
　　　須藤悠仁、池田恵都
　　２回戦進出　松井涼輔
　　出場　�臼井大陽、罇直輝、

藏部佑和、小山颯清、
田中誉人

◆女子
○�秋季上・中越地区大会
　＜団体戦＞
　　柏崎Ａ　５中
　　（吉田萌笑、渡部詩音、丸山智子）
　　柏崎Ｂ　３中
　　（小林玲依、大橋めい、長澤萌桜）
　　柏崎Ｃ　３中
　　（三宮亜美、川島沙月、佐藤彩心）
○�全国選抜県予選会
　＜団体戦＞　10中
　　�渡部詩音、丸山智子、吉田
萌笑、小林玲依

　＜個人戦＞
　　２回戦進出
　　　丸山智子、小林玲依
　　出場
　　　�渡部詩音、吉田萌笑、
　　　西澤怜生、佐藤彩心
【理数科学部】
○�第14回新潟県高等学校自然科
学系クラブ中間発表会　参加
○�柏崎市科学のえんま市　出展
【演劇部】
○�県総文祭
　地区予選（Ｃ）演劇部門
　優良賞　『Kawaii』生徒創作
　池田千畝・丸山宇乃　作
【書道部】
○�県総文祭　「美術・工芸、書道
展」出品
　齋藤桜「臨　枯樹賦」
　新澤涼花「臨　晋祠銘」
　新田萌音「臨　興福寺断碑」
　廣川澪奈「江外帖より」
○�柏崎地区高等学校美術・工
芸、書道展「α展」出品
　齋藤桜「臨　枯樹賦」
　新澤涼花「臨　晋祠銘」
　新田萌音「臨　興福寺断碑」
　廣川澪奈「江外帖より」
　小潟結彩「臨　墓誌銘」
　渡邉みひろ「臨　雁塔聖教序」
　佐々木舞羽子「臨　温泉銘」
　大道綾香「臨　牛橛造像記」
【写真部】
○�全国総文祭
　（出品・参加）
　　石田麻帆「むこうがわ」
○�県総文祭　写真専門部展
　入選　�海津和帆、羽鳥奈々子、

松井愛花、大塚陽莉、
　　　　目黒寿明、山﨑希乃香、
　　　　徳間陽華、野﨑愛悠
【吹奏楽部】
○�県吹奏楽コンクール
　高等学校Ｂの部　銀賞
○�県アンサンブルコンテスト（高等
学校の部）
　管楽５重奏　銀賞

各部活動の足跡

■�令和６年度全国総合
体育大会
　水泳部　２名
■�全国総文祭出品
　写真部　個人１名
■�北信越大会出場
　ハンドボール部男子
　陸上競技部　１名

　12月20日（金）午前、本校１・２年生14名と引率教員２名が、姉妹校関係を締結している
大韓民国ソウル特別市にある新道林（シンドリム）高等学校を訪問しました。学術文化研究発
表会や給食交流会など、様々な催事が行われました（下表）。
　学術文化発表会では、本校２年生２グループ、１年生１グループが以下のテーマで研究発表
を行いました（新道林高校は２グループが発表）。いずれのグループも訪韓前のリハーサル時よ
りも英語力やプレゼンテーション力が格段
に向上しており、素晴らしい発表でした。
　新道林高校の梁　禎純（ヤン　ジョン
スン）校長をはじめ、関係の先生方との
教育懇談会も行われ、本校側から、今後
の両校の末永い交流および日韓共同課題
研究の提案をし、新道林高校側からは、
前向きに検討していきたいとの返事を戴
きました。

　本年度、本校はＳＳＨ第Ⅳ期指定校となりました。Ⅳ期の研究開発目標は「海とエネルギーのまち柏崎から総合知を活用して課題を解決する国際性豊かな人材
の育成」です。この目標達成のための目玉となる取組の１つとして、「韓国姉妹校の新道林高校との国際共同課題研究」が挙げられます。柏崎のキーワードであ
る海やエネルギーは地球規模のテーマであり、地球環境やＳＤＧｓなど両校共通の研究テーマにより共同研究を行い、日常からオンラインにより意見交換やディ
スカッションをすることで両校の教育交流をさらに活発にしたいと考えています。
　今年度は、７月の新道林高校の来日（日韓研究交流会Ⅰ）は同校の都合により中止となりましたが、12月の本校の新道林高校訪問（日韓研究交流会Ⅱ）は予定
どおり行われましたのでご報告いたします。

令和６年度  ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）事業報告

■ 日韓研究交流会Ⅱ（韓国研修） 12月19日（木）～21日（土）
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１．歓迎式
２．学校探訪
３．学術文化研究発表会
４．韓国文化体験
　　　（韓国結び「メドゥプ」作り）
５．科学創意活動（黄金の液体）
６．給食交流会
７．親睦交流会
　　　（韓国の“双六”「ユンノリ」、
　　　お土産交換など）

12月20日（金）８：20～13：30

土壌粒子の大きさと
液状化の起こりやすさの関係（２年生）

エネルギーの確保と
自然保護の両立（１年生）

Ｃｕ，Ａｌパイプ内を落下する
Ｎｄ磁石の運動（２年生）


